
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行日 
２０２２．３・３０ 

 

申６号 会社回答 
 

●定期昇給（２０２２年４月１日現在、満５５歳未満の社員） 
定期昇給を実施し、その際の昇給額は協約第１５８条に定める所定昇給 

額、及び協定第２２条に定める昇給基礎額とする。 

２０２２年度中に満５５歳に達する社員については、満５５歳に達する日の 

属する月の翌月１日以降の基礎給額に６，０００円を加える。                                                      
 

●精算 
２０２２年６月２４日（金）以降、準備でき次第 

申 6号 

●時給制臨時雇用員の時給を一律２，０００円にすること 

●２１春闘で行った定期昇給のカット分を別途支給すること。 

●５５歳以上における基本給減額制度を見直し改善すること。  

●「６５歳定年制」を導入すること。 


